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第1章　製品概要

1　プログラム概要
　本プログラムは、「柔構造樋門設計の手引き(平成10年11月)（財）国土技術研究センター」を主たる適用基準とした柔構造
樋門本体縦方向、本体横方向、門柱、胸壁、翼壁、しゃ水工の設計計算を支援するプログラムです。

適用基準及び参考文献
適用基準書及び参考文献名称 発行年月 発行元
柔構造樋門設計の手引き 平成10年11月 財団法人　国土開発技術研究センター
土木構造物設計マニュアル(案)－樋門編－ 平成13年12月 国土交通省
土木構造物設計マニュアル(案)に係わる設計・施工の手引き
(案)[樋門編]

平成13年12月 国土交通省

道路土工カルバート工指針 平成11年3月 社団法人　日本道路協会
道路土工カルバート工指針　平成21年度 平成22年3月 社団法人　日本道路協会
樋門標準設計　取扱い説明書 平成15年4月 国土交通省　北海道開発局
河川構造物の耐震性能照査指針・同解説 平成24年2月 国土交通省水管理・国土保全局治水課
河川構造物の耐震性能照査指針・同解説
－Ⅳ．水門・樋門及び堰編－

令和2年2月 国土交通省水管理・国土保全局治水課

土木研究所資料　地震時保有水平耐力法に基づく
水門・堰の耐震性能照査に関する計算例

平成20年3月 独立行政法人土木研究所　
耐震研究グループ(振動)

建設省河川砂防技術基準(案)同解説　設計編　[Ⅰ] 平成9年9月 建設省河川局監修
社団法人　日本河川協会編

河川砂防技術基準 設計編 技術資料 第1章第8節 樋門 令和3年3月 国土交通省
道路橋示方書・同解説　ⅠⅡ鋼橋編 平成14年3月 社団法人　日本道路協会
道路橋示方書・同解説　Ⅳ下部構造編 平成14年3月 社団法人　日本道路協会
道路橋示方書・同解説　Ⅴ耐震設計編 平成14年3月 社団法人　日本道路協会
道路橋示方書・同解説　Ⅳ下部構造編 平成24年3月 社団法人　日本道路協会
道路橋示方書・同解説　Ⅴ耐震設計編 平成24年3月 社団法人　日本道路協会
日本道路協会　[杭基礎設計便覧] 平成19年1月 社団法人　日本道路協会
日本道路協会　[杭基礎設計便覧] 平成4年10月 社団法人　日本道路協会
日本道路協会　[杭基礎設計便覧] 昭和61年1月 社団法人　日本道路協会

機能及び特長

以下の計算機能を有しています。
・地盤反力係数算定
・地盤変位量計算
・即時沈下量計算
・圧密沈下量計算（Δｅ法，Ｃc法，ｍv法）
・側方変位量計算
・残留沈下量照査

・圧密時間計算
・本体縦方向の計算（河川構造物の耐震性能照査指針・解説　耐震設計レベル２）
・柔構造樋門（柔支持基礎）本体の計算（キャンバー盛土を考慮した計算が可能です。）
・剛支持樋門（直接基礎）本体の計算
・相対変位量照査（柔構造樋門、本体縦方向と翼壁の一体化モデル、三面水路モデル）
・地盤反力度照査
・継手の照査
・可とう性継手：開口，目違い，折れ角を算出します。
・カラー継手：クリアランス，開口を算出します。

・ＲＣ函体応力度照査（円形函体も同様）
ブロックごとに曲げおよびせん断応力度照査を行います。
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・ＰＣ函体応力度照査
単スパン緊張、全スパン緊張（パッシブテンション）の双方に対応した応力度照査を行います。

・杭支持モデル
杭種は、「鋼管杭」、「RC杭」、「PHC杭」、「場所打ち杭」、「SC杭」、「SC+PHC杭」、「鋼管ソイルセメン

ト杭」、「回転杭」、「PC杭」に対応しており、各スパン、ブロック毎に異なる杭種を設定することができます。
照査内容は指定した杭種により異なりますが、「極限支持力」、「最大周面摩擦力」、「許容押込み支持力」、「許

容引抜き支持力」、「杭頭接合(結合)照査」、「負の周面摩擦力照査」の計算を行ないます。

但し、本体縦方向の計算（河川構造物の耐震性能照査指針・解説　耐震設計レベル２）については、別途、「函体L2断

面照査オプションキー」が必要です。
本体縦方向(杭支持モデル)については、別途、「杭支持オプションキー」が必要です。

・本体横方向の計算
・ＲＣ函体応力度照査（PC函体は未サポート）
・RC巻立函体応力度照査（RC矩形換算）
・円管ダクタイル鋳鉄函体応力度照査（他円管材質は未サポート）曲げおよびせん断応力度照査を行います。

また、樋門本体の付属構造物に対して以下の設計機能をサポートします。

・門柱の設計（河川構造物の耐震性能照査指針・解説　耐震設計レベル２）
・胸壁の設計（川表、川裏）
・翼壁の設計（川表、川裏）
・しゃ水工の設計
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2　フローチャート

開始

入力

杭支持

材質

側方地盤変位

基本条件

杭配置

計算条件

杭登録

地層・土質

計算条件 (レベル2)

計算実行

図面作成

結果確認

計算書作成

終了
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第2章　操作ガイダンス

1　入力
1－1　本体縦方向
レベル2のモデル(Sample5.F7H)を元に、杭支持のモデル(Sample11.F7H)を作成する手順です。
各入力項目の詳細については製品の【ヘルプ】をご覧ください。

条件

設計モデル
ツリーより条件-設計モデルをクリックします。
以下の項目について数値(選択肢)を変更します。

＜支持形式：杭支持＞

確定ボタンをクリックします。

操作ガイダンスムービー
Youtubeへ操作手順を掲載しております。
柔構造樋門の設計・3D配筋(杭支持オプション)　操作ガイダ
ンスムービー(5:42)
https://www.youtube.com/watch?v=sqN2XAt_J5Y
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基本条件1
ツリーより条件-基本条件をクリックします。
以下の項目について数値(選択肢)を変更します。

＜河川構造物の耐震性能照査指針：令和2年2月＞
＜設計モデル：剛支持＞

基本条件2
タブより基本条件2をクリックします。
以下の項目について数値(選択肢)を変更します。

＜函体内水重の取り扱い：考慮しない＞
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基本条件(基本条件5)
タブより基本条件5をクリックします。
以下の項目について数値(選択肢)を変更します。

L1地震時慣性力(設計水平震度)の条件
＜地盤種別：Ⅲ種＞
＜地域区分：A1地域＞

設計水平震度を直接入力する際は、「設計水平震度直接入
力」スイッチをON(チェック)します。
L1沈下量の指定方法は、「柔支持モデル」の場合に指定するこ
とができます。

レベル2基本条件(レベル2基本条件1)
タブよりレベル2基本条件をクリックします。
以下の項目について数値(選択肢)を変更します。

＜地震時地盤変位荷重の載荷方法：強制変位＞
＜M-φ計算時に軸力1/2計算：する＞
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材料

レベル2基本条件(レベル2基本条件2)
タブよりレベル2基本条件-基本条件2をクリックします。

変更する点はありません。

確定ボタンをクリックします。

ツリーより材料をクリックしてください。
以下の項目について選択肢を変更します。

＜適用基準：柔構造樋門　設計の手引き＞
＜コンクリート-設計基準強度σck(N/mm2)：23.50＞

ダイアログが表示されます。

「はい」ボタンをクリックし、確定ボタンをクリックします。
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盛土

地層

水位・土質

堤防盛土
変更する点はありません。

確定ボタンをクリックします。

以下の項目について数値(選択肢)を変更します。

土質
＜No6の地層名称：シルト(5)＞
＜No2～No6までの内部摩擦角：0.0」と入力します＞
＜No6の湿潤重量：20.000、N値：50.0と入力します＞

確定ボタンをクリックします。

層
以下の項目について数値（選択肢）を変更します。

層（始点・終点座標）
5を変更、6を追加

始点YS(m) 終点YE(m)
5  -12.000  -12.000
6 -13.000 -13.000

確定ボタンをクリックします。
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函体・継手

連動荷重
変更する点はありません。

確定ボタンをクリックします。

しゃ水鋼矢板
データを削除します。

＜矢板No１のスパン左端からの距離をマウスで選択して
「Delete」キーを入力します＞

確定ボタンをクリックします。
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地震時沈下・水平分布

地震時沈下・水平分布(レベル2)
項番7以降更新
項番 函体左端から

の距離X(m)
レベル2-2沈
下量(mm)

レベル2 - 2水
平変位量(mm)

1 0.0000 10.25 -80.87
2 0.5000 11.00 -76.45
3 0.9000 12.78 -67.00
4 1.0000 14.78 -62.12
5 1.5000 15.67 -60.34
6 2.0000 17.78 -57.45
7 2.2500 18.00 -56.00
8 2.5000 18.65 -55.32
9 3.0000 19.76 -53.67

10 3.5000 20.01 -50.67
11 4.0000 21.78 -48.45
12 4.5000 22.89 -46.78
13 5.0000 25.89 -43.56
14 5.5000 27.89 -39.76
15 6.0000 29.56 -36.89
16 6.5000 30.67 -31.56
17 7.0000 32.67 -29.45
18 7.5000 42.78 -26.45
19 8.0000 44.56 -23.45
20 8.5000 46.78 -22.45
21 9.0000 48.56 -18.65
22 9.5000 50.67 -16.43
23 10.0000 52.78 -13.78
24 10.5000 54.98 -10.34
25 11.0000 60.67 -5.34
26 11.5000 62.67 -2.34
27 12.0000 65.89 0.00
28 12.5000 63.00 3.40
29 13.0000 61.78 8.56
30 13.5000 59.56 13.56
31 14.0000 58.67 16.78
32 14.5000 54.78 19.68
33 15.0000 53.23 23.78
34 15.5000 52.15 29.56
35 16.0000 50.15 33.45
36 16.5000 47.89 36.78
37 17.0000 45.78 40.45
38 17.5000 44.56 43.45
39 18.0000 42.67 46.76
40 18.5000 40.52 50.45
41 19.0000 39.76 55.34
42 19.5000 38.63 58.89
43 20.0000 36.45 62.98
44 20.5000 35.78 67.08
45 21.0000 32.56 70.43
46 21.5000 30.65 71.45
47 21.7500 29.00 73.00
48 22.0000 28.56 74.78
49 22.4000 27.54 79.45
50 22.5000 24.67 81.56
51 22.8500 23.67 84.67
52 23.0000 20.12 89.56
53 23.5000 18.56 93.67
54 24.0000 14.35 96.67

※沈下量データは、ファイルから読み込むことや書き込むこと
が可能です。

確定ボタンをクリックします。
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配筋

スパン・ブロック 1-1　参照断面：なし
部材 配置面 位置 かぶり

(ｍｍ)
鉄筋径 本数

(本)
ピッチ
(ｍｍ)

開始距離
(ｍｍ)

最小ピッチ
(ｍｍ)

鉄筋量
(ｍ㎥)

頂版 外 簡易入力 99.5 D25 - 250 100.0 250 -
頂版 内 簡易入力 99.5 D25 - 500 100.0 250 -
底版 内 簡易入力 99.5 D25 - 500 100.0 250 -
底版 外 簡易入力 129.5 D25 - 250 100.0 250 -
両側壁 外 上寄せ 101.0 D25 8 347 571.3 - -
両側壁 内 上寄せ 101.0 D25 6 440 650.5 - -
隔壁 左右 上寄せ 101.0 D25 6 450 625.0 - -
隔壁 左右 上寄せ 101.0 D25 2 2500 500.0 - -

荷重

杭支持

鉄筋(常時・Ｌ1、L2)
主鉄筋
鉄筋のかぶり、鉄筋径、ピッチを入力します。
以下の項目について数値（選択肢）を変更します。

他、変更はありません。

組合せ荷重
このまま、確定ボタンをクリックします。

基本条件
以下の項目について数値(選択肢)を変更します。

杭頭接合照査
＜照査するにチェックを入れます。＞
＜接合方法：方法B＞
負の周面摩擦力検討
＜検討するにチェックを入れます。＞
＜抗体応力度：道示Ⅳ＞
側方地盤変位照査点分割数
＜分割数(常時・L1・L2)：10＞
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杭登録
追加ボタンをクリックして杭を追加します。

鋼管杭-杭形状
＜名称：鋼管杭＞
＜鋼管径(ｍｍ)：700.0＞
＜杭断面-鋼管厚：10.0＞

鋼管杭-計算条件
＜打ち込み杭：杭先端の極限支持力を低減するをチェックし
ます。＞
＜打ち込み杭：換算根入れ比直接指定、支持地盤N値直接指
定のチェックを外します。＞
＜抗体応力度-降伏応力度　σｙ(N/㎟)：235.000＞
杭頭接合照査
L(ｍｍ) 100.0
ｈ(ｍｍ) 2400.0
ｈʼ(ｍｍ) 600.0
ｈｔ(ｍｍ) 100.0
杭頭補強鉄筋
No. 本数 かぶり(ｍｍ) 鉄筋径 外周
1 10 100.000 D32 ×

確定ボタンをクリックします。
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RC杭-杭形状
＜杭登録画面で追加ボタンをクリックします。＞
＜名称：RC杭＞
＜杭種：RC杭＞
＜ライブラリ：杭基礎設計便覧(H19)＞
＜杭径(ｍｍ)：500.0＞
＜スパイラル鉄筋-間隔ｓ(ｍｍ)：300.0＞
＜杭断面-径×本数：φ13×10＞
＜スパイラル鉄筋のAw適用：適用しない＞

RC杭-計算条件
＜打ち込み杭：すべてのチェックを外します。＞
＜抗体応力度-降伏応力度　σｙ(N/㎟)：34.000＞
杭頭接合照査
L(ｍｍ) 100.0
ｈ(ｍｍ) 2400.0
ｈʼ(ｍｍ) 1000.0
ｈｔ(ｍｍ) 0.0
＜τｖの算出は、フーチング端部の杭を対象にする。にチェック
を入れます。＞
杭頭補強鉄筋
No. 本数 かぶり(ｍｍ) 鉄筋径 外周
1 8 100.000 D32 ×

確定ボタンをクリックします。

杭登録画面で確定ボタンをクリックします。

材質
コンクリート材料-RC杭
＜許容せん断応力度：0.480＞
単位重量 ヤング係数 コンクリート材料 鉄筋 鋼材材質
全てのタブ、他変更する点はありません。

確定ボタンをクリックします。
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No. 縦方向
座標X(m)

使用杭 杭長(ｍ) 本数 横方向
間隔W(ｍ)

杭間隔
÷杭径

設計地盤面
常時(ｍ)

設計地盤面
地震時(ｍ)

設計地盤面
L2地震時(ｍ)

中立点位
置(ｍ)

上載荷重
(ｋN/㎡)

バネ定数

1   1.000 鋼管杭  10.000   3   2.000  2.500   0.000   0.000   0.000   2.000     0.000 計算値
2   3.500 鋼管杭  10.000   3   2.000  2.500   0.000   0.000   0.000   2.000     0.000 計算値

No. 縦方向
座標X(m)

使用杭 杭長(ｍ) 本数 横方向
間隔W(ｍ)

杭間隔
÷杭径

設計地盤面
常時(ｍ)

設計地盤面
地震時(ｍ)

設計地盤面
L2地震時(ｍ)

中立点位
置(ｍ)

上載荷重
(ｋN/㎡)

バネ定数

1   1.500 RC杭  10.100   3   2.000  2.500   0.000   0.000   0.000   2.000     0.000 計算値
2   3.500 RC杭  10.100   3   2.000  2.500   0.000   0.000   0.000   2.000     0.000 計算値
3   5.500 RC杭  10.100   3   2.000  2.500   0.000   0.000   0.000   2.000     0.000 計算値
4   7.500 RC杭  10.100   3   2.000  2.500   0.000   0.000   0.000   2.000     0.000 計算値
5   9.500 RC杭  10.100   3   2.000  2.500   0.000   0.000   0.000   2.000     0.000 計算値
6  11.500 RC杭  10.100   3   2.000  2.500   0.000   0.000   0.000   2.000     0.000 計算値
7  13.500 RC杭  10.100   3   2.000  2.500   0.000   0.000   0.000   2.000     0.000 計算値

No. 縦方向
座標X(m)

使用杭 杭長(ｍ) 本数 横方向
間隔W(ｍ)

杭間隔
÷杭径

設計地盤面
常時(ｍ)

設計地盤面
地震時(ｍ)

設計地盤面
L2地震時(ｍ)

中立点位
置(ｍ)

上載荷重
(ｋN/㎡)

バネ定数

1   1.000 鋼管杭  10.000   3   2.000  2.500   0.000   0.000   0.000   2.000     0.000 計算値
2   3.500 鋼管杭  10.000   3   2.000  2.500   0.000   0.000   0.000   2.000     0.000 計算値

杭配置
以下の項目について数値(選択肢)を変更します。

スパンNo:1
ブロックNo：1

スパンNo:1
ブロックNo：2

スパンNo:1
ブロックNo：3

確定ボタンをクリックします。
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地層・土質
以下の項目について数値(選択肢)を変更します。

土質
層No. 地層名称 N値 土質 粘着力C 低減係数

DE(L1)
低減係数
DE(L2-2)

1 砂質  1.0 砂れき    0.00 1.000 1.000
2 シルト(1)  4.1 粘性土    4.00 1.000 1.000
3 シルト(2)  7.8 粘性土    4.00 1.000 0.333
4 シルト(3)  8.7 粘性土    4.00 1.000 0.333
5 シルト(4) 10.6 粘性土    4.00 1.000 0.167
6 シルト(5) 50.0 粘性土    4.00 1.000 1.000

確定ボタンをクリックします。

側方地盤変位
以下の項目について数値(選択肢)を変更します。

ブロックNo：1 　杭No：1
頂番 底版下面からの

深さ(ｍ)
地震時(L2-2)
側方変位量(ｍｍ)

1 0.0000  -62.12
2 -1.0000  -60.02
3 -2.0000  -56.89
4 -3.0000  -55.77
5 -4.0000  -50.54
6 -5.0000  -40.34
7 -6.0000  -38.67
8 -7.0000  -35.09
9 -8.0000  -32.99

10 -9.0000  -31.45
11 -10.0000  -30.06

ブロックNo:1　 杭No：2
頂番 底版下面からの

深さ(ｍ)
地震時(L2-2)
側方変位量(ｍｍ)

1 0.0000  -50.67
2 -1.0000  -48.65
3 -2.0000  -45.87
4 -3.0000  -42.56
5 -4.0000  -40.45
6 -5.0000  -38.56
7 -6.0000  -36.23
8 -7.0000  -34.34
9 -8.0000  -32.80

10 -9.0000  -30.56
11 -10.0000    0.00
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ブロックNo：2 　杭No:1
頂番 底版下面からの

深さ(ｍ)
地震時(L2-2)
側方変位量(ｍｍ)

1 0.0000  -36.89
2 -1.0100  -35.34
3 -2.0200  -34.65
4 -3.0300  -33.56
5 -4.0400  -32.78
6 -5.0500  -31.23
7 -6.0600  -30.12
8 -7.0700  -29.45
9 -8.0800  -28.32

10 -9.0900  -27.89
11 -10.1000  -27.67

ブロックNo:2　 杭No：2
頂番 底版下面からの

深さ(ｍ)
地震時(L2-2)
側方変位量(ｍｍ)

1 0.0000  -23.45
2 -1.0100  -22.56
3 -2.0200  -21.87
4 -3.0300  -21.45
5 -4.0400  -20.87
6 -5.0500  -20.02
7 -6.0600  -19.34
8 -7.0700  -18.87
9 -8.0800  -18.04

10 -9.0900  -17.65
11 -10.1000  -17.23

ブロックNo:2　 杭No：3
頂番 底版下面からの

深さ(ｍ)
地震時(L2-2)
側方変位量(ｍｍ)

1 0.0000  -13.78
2 -1.0100  -13.04
3 -2.0200  -12.78
4 -3.0300  -12.07
5 -4.0400  -11.89
6 -5.0500  -11.23
7 -6.0600  -10.79
8 -7.0700  -10.12
9 -8.0800   -9.67

10 -9.0900   -9.02
11 -10.1000   -8.85
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ブロックNo:2　 杭番号：4
頂番 底版下面からの

深さ(ｍ)
地震時(L2-2)
側方変位量(ｍｍ)

1 0.0000    0.00
2 -1.0100    0.00
3 -2.0200    0.00
4 -3.0300    0.00
5 -4.0400    0.00
6 -5.0500    0.00
7 -6.0600    0.00
8 -7.0700    0.00
9 -8.0800    0.00

10 -9.0900    0.00
11 -10.1000    0.00

ブロックNo:2　 杭番号：5
頂番 底版下面からの

深さ(ｍ)
地震時(L2-2)
側方変位量(ｍｍ)

1 0.0000   16.78
2 -1.0100   16.23
3 -2.0200   15.98
4 -3.0300   15.23
5 -4.0400   14.78
6 -5.0500   14.12
7 -6.0600   13.76
8 -7.0700   13.23
9 -8.0800   12.76

10 -9.0900   12.23
11 -10.1000   11.66

ブロックNo:2　 杭番号：6
頂番 底版下面からの

深さ(ｍ)
地震時(L2-2)
側方変位量(ｍｍ)

1 0.0000   33.45
2 -1.0100   33.01
3 -2.0200   32.67
4 -3.0300   32.11
5 -4.0400   31.76
6 -5.0500   31.12
7 -6.0600   30.88
8 -7.0700   30.22
9 -8.0800   29.66

10 -9.0900   29.12
11 -10.1000   28.66
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ブロックNo:2　 杭番号：7
頂番 底版下面からの

深さ(ｍ)
地震時(L2-2)
側方変位量(ｍｍ)

1 0.0000   46.76
2 -1.0100   46.11
3 -2.0200   45.65
4 -3.0300   45.00
5 -4.0400   44.59
6 -5.0500   44.01
7 -6.0600   43.68
8 -7.0700   43.03
9 -8.0800   42.88

10 -9.0900   42.22
11 -10.1000   41.66

ブロックNo：3 　杭番号：1
頂番 底版下面からの

深さ(ｍ)
地震時(L2-2)
側方変位量(ｍｍ)

1 0.0000   67.08
2 -1.0000   66.56
3 -2.0000   65.23
4 -3.0000   64.22
5 -4.0000   63.23
6 -5.0000   62.09
7 -6.0000   61.44
8 -7.0000   60.23
9 -8.0000   59.34

10 -9.0000   58.66
11 -10.0000   57.22

ブロックNo:3　 杭番号：2
頂番 底版下面からの

深さ(ｍ)
地震時(L2-2)
側方変位量(ｍｍ)

1 0.0000   89.56
2 -1.0000   87.43
3 -2.0000   85.23
4 -3.0000   78.45
5 -4.0000   75.34
6 -5.0000   70.23
7 -6.0000   68.67
8 -7.0000   65.21
9 -8.0000   61.67

10 -9.0000   56.09
11 -10.0000   50.45

確定ボタンをクリックします。
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考え方

計算条件

杭頭/杭先端条件  支持力/引抜き力  負の周面摩擦
変更する点はありません。

計算モデル
以下の項目について数値(選択肢)を変更します。

＜分割ピッチ(常時・L1、L2)：0.5(ｍ)＞
＜低減係数DE　レベル1地震動：0.333＞

確定ボタンをクリックします。

計算条件(レベル2)
基本 耐力照査
変更する点はありません。

本体縦方向の設計における、各種考え方を定義します。

基本1
変更する点はありません
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2　計算実行

基本2
以下の項目について選択肢を変更します。
＜部材バネの算定方法：張り出し寸法無視＞

応力度照査
以下の項目について選択肢を変更します。
＜せん断照査：行う＞
＜応力度算出時の軸力考慮：考慮する＞

確定ボタンをクリックします。

処理モードの「計算」ボタンをクリックします。
入力済みの構造物を一括計算可能です。
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3　計算結果

函体の応力度計算結果確認(杭支持モデル)
杭支持モデルの函体の応力度計算結果(判定表)を表示しま
す。

結果を確認後、閉じるボタンをクリックします。

杭体の応力度計算結果確認(杭支持モデル)
杭支持モデルの杭体の応力度計算結果を表示します。

結果を確認後、閉じるボタンをクリックします。
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杭の計算結果確認(杭支持モデル)
杭の計算結果を表示します。

結果を確認後、閉じるボタンをクリックします。

断面力計算結果確認(杭支持モデルレベル2)
杭支持モデル(レベル2)の断面力計算結果を表示します。

結果を確認後、閉じるボタンをクリックします。
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結果を確認後、閉じるボタンをクリックします。

杭体耐力計算結果確認(杭支持モデル)
杭(レベル2)の計算結果を確認します。
杭体耐力の計算結果を曲げ耐力とせん断耐力ごとに表示しま
す。

函体耐力計算結果確認(杭支持モデル)
杭(レベル2)の計算結果を確認します。
函体耐力の計算結果を曲げ耐力とせん断耐力ごとに表示しま
す。

結果を確認後、閉じるボタンをクリックします。
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4　計算書作成

計算書作成ボタンをクリックすると、杭支持モデルの常時、地
震時L1の結果一覧、結果詳細を出力することが可能です。

チェックした項目を出力することができます。

プレビューボタンをクリックすると印刷プレビュー画面が表示
されます。

続けて、実際に印刷を行う場合は印刷ボタンをクリックしてく
ださい。
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本体縦方向レベル2計算書作成

本体縦方向レベル2地震動の断面力の結果ボタンをクリックし
ます。

チェックした項目を出力することができます。

プレビューボタンをクリックすると印刷プレビュー画面が表示
されます。

計算書作成ボタンをクリックします。
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5　データ保存

※Q&Aは、柔構造樋門の設計・3D配筋操作ガイダンス(https://ftp.forum8.co.jp/forum8lib/douro/himon/himon-gui.pdf)と
ホームページ(http://www.forum8.co.jp/faq/win/himon.htm)に掲載しております。

ファイル保存
[ファイル]-[名前を付けて保存]よりデータの保存が可能です。

データを保存せず終了しようとすると図の様なメッセージが表
示されます。
必要に応じてデータ保存してください。

30

第２章　操作ガイダンス



禁複製

2024年 3月　第11版

発行元　株式会社フォーラムエイト
〒108-6021　東京都港区港南2-15-1 品川インターシティA棟21F
TEL 03-6894-1888

お問い合わせについて

本製品及び本書について、ご不明な点がございましたら、弊社、「サポート窓口」へ
お問い合わせ下さい。
なお、ホームページでは、Ｑ＆Ａを掲載しております。こちらもご利用下さい。

ホームページ　www.forum8.co.jp

サポート窓口　ic@forum8.co.jp

FAX　0985-55-3027

柔構造樋門の設計・3D配筋

(杭支持オプション)  操作ガイダンス



柔構造樋門の設計・3D配筋(杭支持オプション)
操作ガイダンス

w w w . f o r u m 8 . c o . j p


	第1章　製品概要
	1　プログラム概要
	2　フローチャート

	第2章　操作ガイダンス
	1　入力
	1－1　本体縦方向

	2　計算実行
	3　計算結果
	4　計算書作成
	5　データ保存


